








オペラ(2) が誕生したのは 1600 年であり、音楽史においてバロック時代の幕開けとされる頃
である。この時期のオペラが復活上演されるようになって久しいが、オペラの黎明期にその発
展に最も寄与した作曲家がクラウディオ・モンテヴェルディ Claudio Monteverdi（1567-1643）




広がり始めていた。 芸術文化に造詣の深かったゴンザーガ家 Gonzaga が治める北イタリアの
都市マントヴァは、フィレンツェにも劣らぬ音楽文化を発展させていた(3)。この地で宮廷楽長





である。モンテヴェルディはその翌年にも、 公子フランチェスコ Francesco IV Gonzaga（1586-











1639-40 年の謝肉祭のために、ジャコモ・バドアーロ Giacomo Badoaro（1602-54）の台本による
《ウリッセの帰郷 Il ritorno d’Ulisse in patria》を作曲した。これは、ホメーロスの『オデュッセ
イア』より、主人公オデュッセウス（イタリア語：ウリッセ）がトロイア戦争後、海神の怒り
にふれたことによる非情な放浪の後、20 年ぶりに帰郷するという原作の後半部分を取り上げた
ものである。上演された劇場はおそらくサンティ・ジョヴァンニ・エ・パオロ劇場 Teatro di Santi 
Giovanni e Paolo であった。そして同劇場で、1642-43 年の謝肉祭のために上演されたのが、ジ




































A. 初演年： 《ポッペーアの戴冠》初演 1643 年～1799 年まで(10) 
B. 言 語： イタリア語（のみ）のオペラ（上演場所は問わず） 
C. ジャンル： melodramma（メロドランマ）、dramma per musica（音楽劇）、 
opera seria（オペラ・セリア）、dramma giocoso（ドランマ・ジョコーゾ）など 
（balletto〔バレー〕や oratorio〔オラトーリオ〕は含まない） 
D. 対象皇帝：ユリウス・カエサルから AD476 年（西ローマ帝国滅亡）までの皇帝(11) 






























年代には 10％を超え、1680 年代にも 7%を超えている。この 30 年間の後には 3～5％となる。
その後、1730 年より 6%を超える状態が続き（1730 年～1759 年）、その後は再び低迷していく。
つまり、18 世紀末までの間に、題材としての古代ローマ皇帝の波が 2 度あったことがわかる（グ
レーがけの箇所）。その 2 度の波をわかりやすく示したものが表 3 である。棒グラフは題材を問
わない全オペラの作品数、折れ線グラフは古代ローマ皇帝が登場するオペラ作品数の全体作品
数に対する割合である。グラフ内の縦の帯で強調されている通り、折れ線が、表 2 でグレーが
けした 2 つの年代でちょうど「山」を形成しているのがわかる。この 2 つの「山」の年代に該
当する作品について上演地別に数を整理すると、表 4 と表 5 のようになる（いずれもグレーが
けの地名はイタリアの都市を意味する）。表 4 に提示した 1660 年～1689 年に初演された作品は
全部で 46 作あり、そのうち 43 作品（93%以上）がイタリアで上演されており、その他の地域
で上演されたものは 3 作品（6％程度）にすぎないという結果であった。また該当したイタリ 
年代 全オペラ数 皇帝オペラ数 割合 
1643-1649 39 1 2.6% 
1650-1659 109 3 2.8% 
1660-1669 129 9 7.0% 
1670-1679 178 18 10.1% 
1680-1689 259 19 7.3% 
1690-1699 356 17 4.8% 
1700-1709 341 12 3.5% 
1710-1719 406 22 5.4% 
1720-1729 531 27 5.1% 
1730-1739 588 38 6.5% 
1740-1749 600 37 6.2% 
1750-1759 668 45 6.7% 
1760-1769 671 28 4.2% 
1770-1779 753 29 3.9% 
1780-1789 787 13 1.7% 
1790-1799 736 15 2.0% 































































ーラ Antonio Caldara（1670-1736）作曲の作品、1734 年にナーポリで上演された、ジョヴァン
ニ・バッティスタ・ペルゴレージ Giovanni Battista Pergolesi（1710-36）の作品、1765 年にヴェ
ネーツィアで上演されたヨーハン・クリスチャン・バッハ Johann Christian Bach（1735-82）の作
品、1782 年にリヴォルノで上演されたルイージ・ケルビーニ Luigi Cherubini（1760-1842）の作
品などがある(13)。 





ハン・アードルフ・ハッセ Johann Adolf Hasse（1699-1783）、1732 年にロンドンでゲオルグ・フ 






































る 43 作品中、33 本が同じくメタ
スタージオの台本を使用したも
のであった。《皇帝ティートの慈
























皇 帝 名 オペラ数 
Adriano ハドリアヌス 62 
Valentiniano III  ウァレンティニアヌス3世 52 
Tito  ティトゥス 43 
Lucio Vero  ルキウス･ウェルス 32 
Nerone   ネロ 32 
Ottaviano Augusto  アウグストゥス 15 
Alessandro Severo アレクサンデル・セウェルス 15 
Tiberio ティベリウス 10 
Giulio Cesare ユリウス・カエサル 10 
Vespasiano ウェスパシアヌス 7 
Aureliano アウレリアヌス 6 
Costantino I コンスタンティウス 1 世 6 
Massimo Puppieno ペトロニウス・マクシムス 4 
Onorio ホノリウス 4 
Caligola カリグラ 4 
Bassiano バッシアヌス（カラカラ） 3 
Claudio クラウディウス 3 
Eliogabalo エラガバルス 3 
Comodo コンモドゥス 2 
Flavio Valente ウァレンス 2 
Licinio リキニウス 2 
Massimiano マクシミアヌス 2 
Teodosio II テオドシウス 2 世 2 
Teodosio  テオドシウス 2 
Antemio アンテミウス 1 
Antonino アントニヌス 1 
Diocleziano ディオクレティアヌス 1 
Domiziano ドミティアヌス 1 
Galieno ガリエヌス 1 
Gordiano ゴルディアヌス 1 
Libio Severo セウェルス 1 
Marco Aurelio マルクス・アウレリウス 1 
Ottone オト 1 




パルティの王 Vologeso, re de' Parti》、1754 年にミラーノで上演されたヨンメッリ作曲の《ルー
チョ・ヴェーロ》などがある。 
アレクサンデル・セウェルス帝（Alessandro Severo）が登場するオペラは、15 作品中 14 本が
同じ作家の台本を基にしたものであった。これもゼーノのもので、多くが《アレッサンドロ・
セヴェーロ Alessandro Severo》という題がつけられている。例えば、1732 年にピアチェンツァ
でジェミニアーノ・ジャコメッリ Geminiano Giacomelli（1692-1740）作曲のものが上演され、
1762 年にはヴェネーツィアでアントーニオ・サッキーニ Antonio Sacchini（1730-86）作曲のも
のが上演されている。 
ティベリウス帝（Tiberio）の登場作品も 10 作品中 7 作品が同じ作家の台本で、ミナートのも
のでる。例えば、1667 年にヴェネーツィアで上演された、アントーニオ・サルトーリオ Antonio 
Sartorio（c.1620-c.81）の《エリオ・セイアーノの幸運 La prosperità di Elio Seiano》、そして 1671
年にウィーンで上演された、アントーニオ・ドラーギ Antonio Draghi（1635-1700）とオートス







曲家、タイトル、初演年そして都市と劇場を一覧にしたものが表 7 である。対象とした 18 世紀
末までで 32 作品が確認できた。さまざまな台本作者が列挙されており、メタスタージオやゼー
ノの台本のように、ひとつの台本が数多く作曲されたわけではないことがわかる。最も多く作
曲されたフランチェスコ・シルヴァーニ Francesco Silvani（c.1660-1728～47 の間）の台本でも 6












台本作家 作曲家 タイトル 上演時期 上演都市, 劇場 
Busenello, Giovanni 
Francesco 
Monteverdi, Claudio  L'incoronazione di Poppea 1643謝肉祭 
Venezia,  




Spinazzari, Alessandro L'Agripina minore 1673/10/15 Verona 
Corradi, Giulio Cesare  Pallavicino, Carlo  Il Nerone 1678/12/31 
Venezia,  
Nuovo Teatro Grimano 
di S. Gio. Grisostomo 
?  Boccaccio, Camillo  Il Nerone 1679 Bologna? 
?  Leva, Fernando  
Il Nerone, o sian Le smanie 








Neri, Gianbattista Giannettini, Antonio L'ingresso alla gioventù di 




Noris, Matteo  
Perti,  
Giacomo Antonio  Nerone fatto Cesare 
1692/12/27 
Venezia,  
Teatro San Salvatore 
Noris, Matteo  
Scarlatti,  
Alessandro  Nerone fatto Cesare 
1695/11/6 
Napoli,  
Teatro di Palazzo Reale 
Noris, Matteo  
Pollarolo, Carlo 




Teatro di Santa Cecilia 
Silvani, Francesco 
Aldrovandini, Giuseppe/ 
Vincenzo, Antonio  La fortezza al cimento 
1699/2/14 
Venezia,  
Teatro Vendramino  
di S. Salvatore 
 ?   ?  Nerone dichiarato Cesare 1702謝肉祭 Lucca, Teatro di Lucca 
Piantanida, Antonio Magni, Paolo Agrippina 1703 Milano, Regio Teatro 
Convò, Giulio Scarlatti, Domenico L'Ottavia ristituita al trono 1703/11 
Napoli,  
Teatro di Palazzo Reale 
Silvani, Francesco 
Albinoni, Tomaso 
Giovanni La fortezza al cimento 
1707 
Piacenza,  
picciolo Ducale Teatro 
Porpora, Nicola Giuvo, Nicola L'Agrippina 1708/11/4 Napoli, Palazzo Reale 
Grimani, Vincenzo Händel, Georg Friedrich  Agrippina 1709/12/26 
Venezia, Teatro Grimani  
di S. Gio. Grisostomo 
?  Caroselli, Carlo  Nerone e Ombra di Agrippina 1714 Montefiascone? 
[Noris, Matteo]  Vivaldi, Antonio  Nerone fatto Cesare 1715/2/19 
Venezia,  
Teatro Sant'Angelo 
[Piovene, Agostino]  
Orlandini,  
Giuseppe Maria  
Nerone 1721/2/11 
Venezia,  
Teatro Grimani di S. 
Gio. Grisostomo 
Silvani, Francesco Mancini, Francesco La fortezza al cimento 1721/2/16 
Napoli,  
Teatro San Bartolomeo 
Piovene, Agostino  Vignati, Giuseppe  Nerone 1724/12/26 
Milano,  
Regio Ducal Teatro 
Miti, Pompilio  
[Pescetti, Giovanni 
Battista]  
Nerone detronato dal trionfo 
 di Sergio Galba 
1725謝肉祭 Venezia,  
Teatro San Salvatore 
Silvani, Francesco  Vivaldi, Antonio La tirannia gastigata 1726/2/20 Praha, Teatro Sporck 
Silvani, Francesco  Bencini, Giuseppe  Il Nerone 1726/12/27? 
Firenze,  
Teatro della Pergola 
Fiore,  
Antonio Domenico di 
? 
Il trionfo di Galba,  
o sia Il Nerone detronato 
1732 
Livorno,  
Teatro San Sebastiano 
Silvani, Francesco  Duni, Egidio Romualdo  Nerone 1735/5/21 
Roma,  
Teatro Tordinona 
Villati, Leopoldo de Graun, Carl Heinrich Britannico 1751/12/17 Berlin, Regio Teatro 








L'innocenza oppressa  






Bach, Johann Christian Carattaco 1767/2/14 
London, King's Theatre 
in the Haymarket 
Salfi, Franco Tarchi, Angelo La congiura pisoniana 1797/1/18 
Milano,  







る。 該当作品にはよく知られる作家たちも多数見られる。 例えば、1678 年にヴェネーツィア
で、ジューリオ・チェーザレ・コッラーディ Giulio Cesare Corradi（c.1645-1702）台本、カルロ・
パッラヴィチーノ Carlo Pallavicino（c.1638-88）作曲の《ネローネ Il Nerone》が上演され、1695
年にナーポリで、ノーリス台本、アレッサンドロ・スカルラッティ Alessandro Scarlatti（1660-






に妻のオッターヴィアものが 3 作品あり、1699 年もしくは 1702 年にパレルモで上演された、
ノーリス台本、ポッラローロ作曲の《オッターヴィアの追放 Il ripudio d'Ottavia》などがある。
また、皇帝ネロの義理の弟であるブリタニコがタイトルになった作品が 2 作品ある。そのひと
つが 1751 年にベルリンで上演されたレオポルド・デ・ヴィッラーティ Leopoldo de Villati（1701-





カラッタコという人物であるが、図 1 にはない。1767 年にロンドンで上演された、ジョヴァン・














当すると思われる人物であるが、オペラ 10 作品に対し 7 本の台本が確認できた。ジャコモ・フ
ランチェスコ・ブッサーニ Giacomo Francesco Bussani（c.1640-80 以後）の台本をもとに《エジ
プトのジューリオ・チェーザレ Giulio Cesare in Egitto》には 3 人が作曲しているが、このうち
ヘンデルの作品（1724 年、ロンドン）が今日最も知られているだろう。 
 



















皇 帝 名 オペラ数 台本数 
ハドリアヌス 62 2 
ウァレンティニアヌス 3 世 52 4 
ティトゥス 43 9 
ルキウス・ウェルス 32 5 
ネロ 32 24 
アウグストゥス 15 11 
アレクサンデル・セウェルス 15 2 
ティベリウス 10 4 
ユリウス・カエサル 10 7 
















1) 本研究ノートは、2017 年 12 月 9 日に早稲田大学にて開催された、＜モンテヴェルディ生誕 450 年記念
シンポジウム＞「モンテヴェルディのオペラから広がるバロック・オペラの世界」（早稲田大学オペラ／
音楽劇研究所主催）内での個人研究発表内容に基づく。 
2) 現在「オペラ」と呼ばれているジャンルは、その黎明期には、la favola in musica（音楽寓話劇）や dramma 
per musica（音楽劇）などの名称が付けられており、「opera オペラ」という文言で表現されていなかった。
本研究ノートで調査対象とした 17 世紀半ばから 18 世紀末までの作品は、その当代でのジャンル名称が
さまざまであるため、音楽を用いて物語が展開する形態の舞台芸術（1. で後述する抽出対象 C）を「オ
ペラ」と総称する。 




カッシアーノ劇場 Teatro San Cassiano である（この地区には 16 世紀後期に 2 つの劇場があり、その区別
のために所有者の名前をとってトロン劇場 Teatro Tron、もしくは新しい方という意味合いで Teatro 
Nuovo とも呼ぶ）。その他、ヴェネーツィアの当時のオペラ劇場の開場や位置に関する詳細は、今谷・萩
原 2018 に詳述されている。 
5) 《オルフェーオ》（ストリッジョ台本、音楽寓話劇）1607/2/24、マントヴァ; 《アリアンナ》（リヌッチ
ーニ台本、音楽悲劇）1608/5/28、マントヴァ; 《テーティデの結婚 Le nozze di Tetide》（アニェッリ台本、
海の寓話）、未完; 《アンドローメダ Andromeda》（マリリアーニ台本、音楽寓話劇）1620/3/1-3、マント
ヴァ; 《偽りの狂女リコーリ La finta pazza Licori》（ストロッツィ台本、音楽劇）上演されず; 《メルクー
リオとマルテ Mercurio e Marte》（アキッリーニ台本、オペラ・トルネーオ）1628/12/21、パルマ; 《略奪
されたプロゼールピナ Proserpina rapita》（ストロッツィ台本、音楽劇）1630/4/16、ヴェネーツィア; 《ウ
リッセの帰郷》（バドアーロ台本、音楽劇）1639-40、ヴェネーツィア; 《エネーアとラヴィーニアの結婚 
Le nozze d’Enea in Lavinia》（台本作家不明、音楽劇）1640-41、ヴェネーツィア; 《ポッペーアの戴冠》（ブ
ゼネッロ台本、音楽劇）1642-43、ヴェネーツィア. 
6) 萩原里香 2015 など。 
7) 実在した人物を扱ったオペラとして、宗教的な物語を題材とした作品は以前より存在する。1631-32 年
にローマのバルベリーニ家 Palazzo Barberini ai Giubbonari 内で上演された、ジューリオ・ロスピリオー
ジ Giulio Rospigliosi（1600-69）台本、ステーファノ・ランディ Stefano Landi（1586/87-1639）作曲の《聖
51 
アレッシオ Il Sant'Alessio》である。 




ツィアで初演された《ポッペーアの戴冠》は、ヴェネーツィア暦（3 月 1 日より新年）の 1642-43 年の謝
肉祭の時期（12/26～）に上演されており、当時の印刷物には「1642」と表記されているが、本研究の集
計においては、1643 年の上演として扱っている。 




12) 大河内によれば、イタリア・オペラの全作品における割合のみならず、1730～50 年代（17~19 世紀の
間が対象）は、ドイツ諸都市においても古代ローマ皇帝を扱ったオペラの上演数が多い時期であった 
（＜モンテヴェルディ生誕 450 年記念シンポジウム＞大河内文恵氏の発表「18 世紀半ばのドイツ諸都市に
おける古代ローマ史劇によるオペラの状況～C.H.グラウン《ブリタニコ》を例に～」より）。 
13) メタスタージオの台本を使用しているとはいえ、作曲の都度多かれ少なかれ台本は改作されている。
例として、名前をあげた 4 つの作品における全体行数（1 幕の行数, 2 幕の行数, 3 幕の行数）と各登場人
物のアリア数を提示しておく。 
 Adriano Osroa Emirena Sabina Farnaspe Aquilio Barsene Coro 
カルダーラ (1732 年) 
1,561 行 (574, 490, 497) 
5 3 6 5 5 3  2 
ペルゴレージ (1734 年) 
1,105 行 (443, 344, 318) 
3 4 4 5 3 3  2 
J.C.バッハ (1765 年) 
662 行 (261, 233, 168) 
3 4 6 3 6 1 2 1 
ケルビーニ (1782 年) 
828 行 (345, 342, 141) 




14) ヨンメッリは《エツィオ》に 4 度作曲している。1741 年にボローニャ、1748 年にナーポリ、1758 年に
シュトゥットガルト、1771 年（上演は翌年にリスボンで行なわれた）である。作品分類上これらは「再
演」ではなくそれぞれが新作扱いされており、本研究でも 4 作品とも「初演」として集計している。こ
れに関して、台本や音楽について諸観点から比較した先行研究（Gruppo di lavoro 1983: 249）より、登場
人物のアリア数を示した表を参考に下記を引用する。 
 Valentiniano Massimo Varo Ezio Fulvia Onoria 
ボローニャ(1741) 4 4 3 3 3 3 
ナーポリ(1748) 3 4 3 4 5 2 
シュトゥットガルト(1758) 2 3 1 3 3 2 
? (1771) 3 2 1 3 3 2 
15) オペラ作品のタイトルとの整合のため、イタリア語読みで表記する。 
16) オッターヴィアに焦点を当てた作品に、レチタティーヴォがドイツ語で、アリアがイタリア語という
二言語スタイルで書かれたバルトルト・ ファイント Barthold Feind（1687-1721）台本、ラインハルト・
カイザー Reinhard Keiser（1674-1739）作曲で、1705 年にハンブルクで上演された《オクタウィア Octavia》
もある。ドイツ語のオペラとして分類されるため、本研究の集計外の作品であるが、＜モンテヴェルデ
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Le opere liriche concernenti la storia degli antichi imperatori romani: 





Questo studio riguarda il soggetto dell’ultima opera lirica di Claudio Monteverdi, 
L’incoronazione di Poppea, rappresentata nel 1643 a Venezia. Monteverdi era un grande compositore che 
contribuì allo sviluppo delle opere liriche nella storia della musica. L’ultima opera di Monteverdi trattava 
di storia romana, precisamente del quinto imperatore romano, Nerone e della sua amante, Poppea. Insomma 
quest’opera trattava per la prima volta di persone reali in un'opera lirica di tema non sacro.  
Per questo motivo, ho deciso di analizzare le rappresentazioni delle opere liriche eseguite dal 
1643 alla fine del Settecento in Europa e anche quelle delle opere che trattavano la storia antica romana. 
Prima considero la proporzione tra le prime e le seconde per periodi e per regioni. Si possono rilevare due 
periodi che mostrano un’alta percentuale di opere con soggetto romano: verso la seconda metà del Seicento 
(1660-89), quando la maggior parte delle opere liriche che trattavano gli imperatori romani vennero 
rappresentate in Italia, soprattutto a Venezia; poi verso la metà del Settecento (1730-59), quando vennero 
rappresentate abbastanza anche all’infuori dell’Italia, soprattutto nei paesi di lingua tedesca. Inoltre 
compilando una lista dei titoli per ogni imperatore e considerandone la quantità, si scopre che nelle opere 
liriche l’imperatore che compare di più è Adriano (Adriano in Siria composta da Caldara, Pergolesi, J. C. 
Bach, ecc.), poi verificando il numero dei libretti, si scopre che il più ricorrente è Nerone (L'incoronazione 
di Poppea scritta da Busenello, Nerone fatto Cesare da Noris, Agrippina da Grimani, ecc.). 
 
 
 
  
